
愛知教育大学教科教育センター研究報告

第17号, pp. 37~44 (March, 1993)

アメリカ合衆国における地理教育復興運動の展開(2)

-NCGE大会と最新の地理教材についてー

愛知教育大学地理学教室 寺 本 潔

The trend of Geographic Alliance Network in the United States of America (2)

―N C G E Annual Meeting and New Materials of Geographic Studies.

Kiyoshi Teramoto

Geography Department of Aichi Univ.

of Education

I はじめに

本稿は先に報告した「アメリカ合衆国における

地理教育復興運動の展開(1)」『愛知教育大学教科

教育セソター研究報告第16号』(1992年)PP.

193~200.の続編である。

1986年から10ヵ年計画でスタートした全米地理

教育復興運動は、現在その終盤に入り、各地で著

しい成果をあげつつある。主要スポンサーの一つ

である全米地理学協会の「地理教育プログラム

1991年次報告」によれば、91年度で41州において

ネットワークが設けられ、NGS夏期研修会終了

者も合計376名(90年現在)に達している。彼ら

が各州にもどり、各州において開催する夏期研修

会(筆者が前号において報告した会)の終了者も、

計1、063名(90年度)にのぼり、そのすそ野は広

がりつつある。ワシントンで開かれる夏期研修会

の終了者は、このプロジェクトが終了する1995年

までに図1にみられるように876名にも達し、彼

らが、今後のアメリカの地理教育を強く推進して

いく集団として期待されることが予想できよう。

ところで、筆者は本プロジェクトが動きつつあ

る1991年~92年1月にかけてミネソタ州セントポー-

ルに居住し、この運動について調査していたが、

同時期、全米地理教育協議会(National Council

for Geographic Education : 以下NCGEと略記

する)の年次大会に参加する機会を得た。全米地

理教育復興運動が、全米の中心的な地理教育学会

でどう受けとめられているのか、この研究動向に

ついて調べる上で格好の機会となった。本稿では、

この大会の内容を詳しく報告すると共に、現在ア

メリカで市販されている初等地理教育段階の地理

教材について写真カタログ類をもとに紹介したい。
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II NCGE大会の概要

1. NCGEの組織について
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全米地理教育協議会は、1915年に創設され、ア

メリカの地理教育改善に大きな役割を果たしてき

た。小~中、高、大学の学会員は延べ3750名に達

し、現在、ペンシルベニア州のインディアナ大学

に学会事務局を置いている。機関誌は、『Journal

of Geography』(年6回発行)であり、エディ

ターにロバートS.ベッドナーズ(テキサスA&

M大学)が就いている。各号50ページ前後の小冊

子ではあるが、現場教員のユニークな教材開発事

例や地理的論文などが掲載されている。

また、会員向けの通信誌として別にパークペク

ティブという冊子も発行している。図2は、セソ

トポールで開かれた年次大会を伝える号の表紙で

あるが、大変読みやすいニューズレターになって

いる。

にの土地は、私たちの土地)であった。

学会のプログラムからカウントすると、次の七

つのジャンル(発表形式の違い)に分けられて発

表が行われた。( )内は発表数を示す。

①ビジネスミーティング(5)

①ソーシャルイベソト(6)

③ワークショップ(12)

①ポスターセッショソ(3)

④スペシャルセッショソ(61)

④ペーパーセッショソ(107)

①フィールドトリップ(12)

一つ一つ紹介する紙面のゆとりはないので、以

下に印象に残ったセッションについて記してみた

い。

まず、24日に発表されたミネソタ州アップルバ

レーの中学校教師Jo Ann Trygestad氏の発表は、

11~14才の生徒の国際地理テストの結果報告であっ

た。2つの中学校で比較調査した結果、男女の性

差は地理的教養度の違いにあらわれていないとい

う趣旨の内容であった。ジェンダーの地理学が問

題になっている昨今、この種のテーマには、かな

り関心が持たれている。

アイダホ州のジャクソン小学校教師のKatherine

A Youngほかによる発表では、日本をケースス

タディとした社会科学習のプランが示された。こ

れは、第4学年のレベルを想定し、日本の人口の

分布や歴史、文化を調べさぜる学習プランを報告

したものであった。日本についての関心は予想以

上に高く、筆者の訪れた小学校数校でも必ずといっ

て良い程、日本紹介のポスターやプログラムが組

まれていた。

JillCook (ウアバシャケロッグ中学校)氏と

John Daly (ウェイラソド中学校)氏による"Ups

and Downs - People and Places" (高さと低さ

一人々と場所)の発表は面白かった。アメリカ合

衆国の掛地図を床に敷いて、太いテープを東西に

わたし、その断面図を作成させるというものであっ

た。写真1と写真2にその内容を示した。段ボー

ル紙を重ねていって、アメリカ大陸の地形の起伏

の概略をつかませるプランである。参加者も手作

りの教材を使い楽しく行う、教材紹介会のような

雰囲気であった。
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図2. NCGEのニューズレターの表紙

2. NCGE1991年度大会の内容

1991年次大会は、幸運にも筆者が居住していた

ミネソタ州セソトポールにおいて10月23~26日の

期間、開催された。会場は、市内中心地に位置す

るラディソソホテル内であった。この大会の実行

委員には、先に報告したNGSのミネソタ州研修

会のメンバーが核となって当たり、その意味でも、

全米地理教育復興運動と連携している面が人的に

もあらわれたと言えよう。

大会のテーマばThis Land Is Our Land"
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25日に発表されたRoger DownsとLynn Liben

(ペンシルバニア州立大学)の発表もユ二-クな

ものであった。子供の空間知覚研究で著名な二人

だが、ここでの発表テー-マは「セサミストリート

ぱ、地理する」というものであった。アメリカの

有名な幼児向け教育番組セサミストリートの中か

ら、地理に関わるシーンを5つほどビデオで紹介

した。地図と地図認識との関係を子供の宝さがし

ゲームの中で考えさせるセサミの番組や違う角度

から公園を見下ろすことで平面地図化への学習移

行を試みる番組などを紹介しながら、幼児からの

地理教育の必要性について述べた。

1990年に『Seeking New Horizons :A Perceptual

Approach to Geogrophic EducationJ McGill

Queen' s Univ. Press、206pを出版したHenry W.

Casther氏は、シンボルデザインについての発表

を行った。出席者にいきなり左足のくつをスケッ

チさせ、なぜ自分のくつをそのように描いたかを

説明さぜるところから話題は入った。つまり、側

面図か平面図かの違いは、シンボルを地図上で使

うことの差にもつながるというやや哲学的な内容

であった。

このほか、Geo―Manと称するマントを着た人

物が会場に入り、各州別しりとりゲームを参加者

と行ったり、カリフォルニア地理・歴史フレーム

ワークのモデルの効果を報告した発表、1994年に

全米地理教育復興運動の成果を確認するために実

施する学カテストの内容についてのヒヤリング、

自分の顔を地図上に描かせて、顔の起伏を地表に

見立てて地図化さぜるユニークな学習法やとりわ

け印象に残った中に、小~中学校の中庭(コソク

リート部分)に描かぜたプレイグランドマップの

実践などは興味深かった。

研究発表以上に筆者にとって興味深かったのは

教材会社による展示コーナーであった。 NCGE

大会では、計48の会社が教材・教具を展示してい

た。写真3は、後述もするがジオラーニング社の

展示コーナーであり、魅力的教材が所狭しと並べ

られていた。わが国の事情と比べても雲泥の差と

も言えるくらいの豊富さである。このほかにも、

コンピューター地理ソフトの展示や地図グッズの

展示販売、各州の観光PRとビデオの紹介など連

日、もりだくさんのプログラムが組まれていた。

おそらく500人以上の参加者があったものと思わ

れる。

Ill 最近の地理教材・教具

1.楽しいアクティビティブック

アメリカの児童図書を置いてある書店をのぞい

てみると実に楽しい Activity Book の数々

が目に入る。 しかけ絵本や作業帖の類いが中心だ

がその種類は実に100を越すだろう。その中で地

理に関するものは、ほとんどアメリカ国内の地理

について学ぶ内容のものであった。最初に紹介し

たい本は、トリプルAという自動車安全会社(日

本のJAFに類似)が出版したトラベルアクティ

ビティブックである。これは、1991年に出版され

たものでTom Koken、 Jane Lipp、 Kathleen

Patonの3氏による144ページB5判大(一部分

5色刷)の本である。価格は4ドル95セント(約

500円)であるが、非常に面白い内容を有してい

る。
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図3.トリプルA社のトラベルアクティビティブックより

図3に揚げたものがその中のインディアナ州と

テキサス州の作業帖の部分である。本来、トラベ

ル用に子供に渡し、車内やホテルでこの本をめくっ

て、様々な作業学習を楽しませるために作られた

ものであるので、学習内容としては浅い知識を問

うものであるが、子供たちは楽しみながら各州の

地理を勉強できるのではないだろうか。図3の左

側は、いわゆる迷路遊びの一種であるが知らず知

らずの内にインディアナ州の形と主要都市名を覚

えてしまう工夫がしてある。右側のテキサス州の

学習は、州内の主要な事物の影の形を当てさせな

がら、次第にテキサスの風土に近づける工夫がさ

れている。

このほかにも、Educational Impressions社

発行の"Journey Around The Nation"(79

ページ、8ドル95セント)やイラスト満載の

"Kids Learn America"(Patrkia Gordon&

Reed C. Snow著、Williamson Publishing Co

社発行、1991年発行、174ページ、12ドル95セン

ト)なども優れた内容を持っている。また、全米

には、子供のための都市ガイドブックも4~5種

類発行されている。

図4はその中の1例であるが、ミネソタ州の中

心都市であるミネアポリスとセントポール市(合

わせてツインシティとよばれている)の都市域を

子供と共に見回るためのガイドとなっている。内

容は、農場紹介、空港、美術館、博物館、食堂、

古い街角、動物園、公園、植物園、ピザエ場、地

図販売店、警察署、自然センター、放送局、新聞

社、スポーツ観戦の場所、YMCA施設などがや

さしい英語で書かれている。イラストや地図も挿

入されており、これを手にした家族が容易に街へ

出ていけるような工夫が施されていると言えよう。

この本の詳細は以下の通りである。

Elizabeth S. French著 "Exploring the

Twin Cities With Children (子供といっしょ

のツインシティの探検)、116ページ Nodin

Press lnc、1991年発行。このほかにも、ボスト

ソ、ニューヨーク、ロサンゼルス、ワシソトソな

どの諸都市の子供向けガイドブックが出版されて

いるが、それらの内容については別の機会に紹介

したい。

-40-



愛知教育大学教科教育センター研究報告第17号

写真3.各種の地理教材(ジオラーニング社の場合)

写真4.“ジオサフフリ"と呼ばれる地理学習ゲーム機

-41-

図4.子供向け都市ガイドブックの1例

2.面白い地理・地図教具の数々

アメリカの地理教育は、小~中学レベルの教材

教具が極めて豊富である。前述した学会の展示コー

ナーでも、街角の書店にも容易に地図教材を見い

出すことができる。最大手のランドマクナリ一社

などは、地図下敷きを5~6種類発表し、セット

価格で安価に教育現場へ売り込んでいる。またフ

ロアーマップ(床地図)と称する大型のビニール

製の地図も発売し、子供たちがマジックで書き込

んでも消せる大型世界床白地図を開発している。

写真3は、ジオラーニング社のカタログである

が、地球儀やアトラスといった従来の教具にひと

工夫を施し、手作り地球儀やパズル型の世界全図、

パズル航空世界地図、地理ゲーム、星座早見盤、

ビニル製地球儀などを3ドルから24ドル程度で発

売している。延べ30近い商品リストが備わってお

り、地理学習の魅力をいっそう引き出している。

写真4は、エデュケーショナルイソサイツ社の

ジオサファリである。これは、地名、歴史、文化、

産業、スポーツ、レジャーなどのテーマごとのカー

ドを写真中の卓上盤に置き、それぞれのテーマに

ついて、問題が声で流れ、回答するというシステ

ムである。学習ゲームとして自学自習できる方式
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がとられている。価格は99ドルである。

このほかにも、ルーレット式に世界の地理学習

を進めるものも開発されている。例えば、アフリ

カのガーナを選ぶとそのカードに入っている問題

番号をルーレットで選び、出た数を回答するとい

う方法である。回答者は、次々と解答し、正解し

た問題にかかわる地図上に旗を立てていくことが

できる。アメリカ人は、このようなキットやゲー

ム類の類いに非常に興味を示し、とりわけ思考能

力を育成することにかけては、力を入れて教具を

開発している。街の教材ショップに入ってみても

各教科ごとの教材ポスターや作業帖、コソピュー

タソフト、教材グッズは数えきれないくらい目に

入ってくる。

かといって手作りの教材は少ないかというとそ

うでなく、"Hands on Geography"という呼び

名で、実にユニークな学習法や教材が次々と開発

されている。

IV ナショナルジオゲラフィック社のりーダーシッ

プ

全世界にナショナルジオグラフィックマガジソ

を販売してきた全米最大の地理出版社、ナショナ

ルジオグラフィックソサエティ社は、教育部門を

設け、精力的に各地を指導員に回らせ地理の啓蒙

に努めている。筆者も参加したNGSサマーセッ

ションにも、ワシントンの本部事務局から女性の

指導員が出向き、熱心にPRビデオを流し、説明

していた。筆者が在米中に出版されだDirections

in Geography :A Guide for Teachers" (地理学

の方向一教師用指導書)は、176ページの小冊子

ながら、実によく出来た内容を有していた。図4

にその目次を示すが、地理学の特色を手短かにま

とめた上で、具体的なレッスンプランを15例示し

た後、地理教材資料の使い方や各種白地図を掲載

し、実践的な内容に彩られていた。魅力的な写真

や話題も多く、いかに地理学が有用の教科である

か、が明確に述べられている。もちろん、Location、

Place、Human Environment Interactions、Mov

ement、Regionsといった5大基本テーマについ

ての解説も丹念であり、世界地理の中のいろいろ

な話題から、これらの概念を解説している。 1992

-42-

図5.“Directions in Geography (1991)"の目次

年にワシントンで開かれたIGU(国際地理学会

議)においてもナショナルジオグラフィック社の

後援は多大なものがあったであろうし、各種教材・

地図類が多く発売されたことであろう。

このほかにも、アメリカ地質調査所の協力で出

版されたHelping Your Child Learn Geography"

(25ページ)という小冊子も5大基本テーマにつ

いてわかりやすく解説してあり、地理教育の復興

運動をすすめる上で役立っている。

V おわりに

本稿では、筆者が一昨年に参加したアメリカ地

理教育協議会(NGGE)大会の様子と最近の教

材・教具について簡単に紹介してきた。このほか

にも、環境学習に関する出版物も多く、すでにそ

の一部は日本でも『地球を守る50の方法』などの

タイトルにみられる訳本が出されているが、実際

は、その20~30倍の種類の出版物が環境学習書と
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して出版されている。市街地のデパートやショッ

ピングセンターの中にある"ミュージーアム"と

いう名前のチェーン店などに至っては、数々の環

境グッズが並べられ盛んに環境保護やナチュラリ

ストの啓蒙に努めている。

地理教育は、環境学習との連携を深めていると

は言いがたいが、地形図判読や各種の地図づくり、

主題図づくりの上では、地理の素養が必要であり、

今後、その関連を強めていくことは十分予想され

るだろう。また、エイズ教育と発展途上国の学習、

開発学習問題と地理、博物館学習と地理クラブ、

オリエンテーリングなどとの関係もアメリカでぱ

みられ、わが国に比べて、地理を取り巻く世界が

多様で実に大規模である感じを受けた。

全米地理教育復興運動は、この成果を着実にあ

げてはいるものの未だ、アメリカ市民の地理学力

を目立って向上させたとの感触は得られていない

ようである。今後、この運動の経過と国民への寄

与した面を丹念に検討していく作業を行いたい。

(付記)

アメリカ滞在中、お世話になったミネソタ大学

John、J、Cogan教授、並びに、マカレスター大学、

David Lanegran教授、Jerry Pitzl教授に記して

謝意を表したい。

(1992年12月24日受理)
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